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チーム医療と連携に欠かせない看護管理者のマネジメントと調整スキル
(第3回)
「チームが一丸となる!」ためのマネジメントスキル
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旭川医科大学病院副院長／看護部長

認定看護管理者上田l順子
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1977年北海道大学医学部附属看護学校卒業。１９９８年旭111大学経済

学部経済学科卒業。２００５年旭川医科大学大学院医学系研究科修士課

程修了。１９７７年旭川医科大学病院勤務。１９９０年看護師長。１９９８

年副看護部長。2002年より現職。2005年認定看護管理者取得。
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施してきた。病棟で多職種が一丸となるため

に，看護管理者はどのような位置で，どのよ

うな役割を果たしているのだろうか。
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ロンドンオリンピックでインタビューを受

けていた日本選手の言葉が印象深い。それは，

｢チームが一丸となった」「チームワークがと

ても良かった」「チームの力が発揮できた」な

どの言葉である。以前は，プロ野球やサッカー

選手などが「チームの勝利に向かって，自分

に与えられた役割をしっかり果たすだけです」

と答えていた場面が多かったように思う。ど

ちらも，結局は同じことを言っているのかも

しれない。しかし，そこにはチームの構成員

である一人ひとりの考えるチームのあり方が

微妙に変化してきているように思うのである。

一方，医療の現場でも同様の変化がある。

これまでは,医療チームの中でそれぞれの専門

職が役割分担された中で自己の持ち場をしっ

かり守り，成果を出すことで組織全体の成果

となっていた。しかし，現在は各職種がそれ

ぞれの役割を果たしつつ，多職種が協働して

目標を達成するチーム医療が推進されている。

それでは，病棟でチームが一丸となるとは

どういうことだろうか。看護チームが一丸と

なることは容易に想像できるし，これまで実
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看護管理者とは，「看護の対雲象者のニーズ

と看護職の知識・技術が合致するよう計画

し，財政的・物質的・人的資源を組織化し，

目標に向けて看護職を導き，目標の達成度を

評価することを役割とする者の総称｣'）であ

る。また，看護管理者の機能は，「看護職の

もつ能力が有効に発揮され，直接の業務が円

滑に遂行され，２４時間最良の看護が提供で

きるよう，組織の系統・権限及び責任を明ら

かにし，人事・設備・備品・労務環境を整え

ること」である2)。

したがって，看護師長には，看護職の持つ

能力が有効に発揮されるように，多職種を含

めたあらゆる資源を有効に活用し，内部環境

や外部環境を整える役割があると考える。看

護職はチーム医療のキーパーソンと言われる

中で，まずは看護師長が，看護職を含めた多

職種によるチーム医療のキーパーソンとして

の役割を発揮したいものである。
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